
（別紙３）

～ 2026年　3月　23日

（対象者数） 28 （回答者数） 28

～ 2026年　4月　13日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

こどもの反応や参加状況を踏まえた振り返りを行い、より興

味や発達に応じた活動内容の工夫やプログラムの見直しを行

うことで、さらなる充実を図っていく。

2

相談しやすい環境づくりを継続するとともに、面談の機会や

情報共有の充実を図り、保護者のニーズに応じた支援の質の

向上に努めていく。

3

アセスメントに基づいた支援計画の作成を継続するととも

に、職員間での情報共有や連携を通じて、安定した支援の提

供につなげていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

こどもの主体的な選択や自立を促す観点から、玩具の配置や

環境構成の見直しを行い、こどもが自ら選びやすく、活動に

主体的に関われる環境づくりの工夫を図っていく。

2

より多様な意見を把握できるよう、意見収集の機会や方法の

見直しを行い、業務改善につなげていく。

3

電子システム等を活用し、分かりやすい周知方法の充実を

図っていく。

活動プログラムが固定しないように工夫している。 利用児の状況や季節、興味に応じた活動を取り入れるととも

に、職員が交代でプログラムの立案を行うことで、活動内容が

固定化しないよう工夫している。

保護者から相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応

し、面談や必要な助言と支援を行っている。

相談があった場合には迅速な対応を心掛けるとともに、必要に

応じてこちらからも声かけを行っている。

相談の申入れがあった際には、可能な限り速やかに対応できる

よう努めている。

アセスメントを適切に行い、ニーズや課題を客観的に分析した

上で、また、こどもの支援に関わる職員の意見も取り入れた上

で児童発達支援計画を作成している。

定期的にアセスメントを実施し、また、職員からの聞き取った

情報を反映した上で、ニーズに応じた計画書を作成している。

安全計画に関する各種マニュアルをご家族に周知することがで

きていない。

マニュアルの策定はできているが、周知の機会や方法が十分で

なかった。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。

コミュニケーションを促す意図から、玩具の配置を工夫した環

境設定を行っていたが、こどもの主体的な選択や自立の視点か

ら、環境構成の在り方に改善の余地がある。

職員の意見等を把握する機会が十分でない。 月1回の職員会議や朝礼など、全員が参加する場で意見を把握

しているが、意見収集の機会が限定的である。

2026年　3月　31日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　4月　27日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 児童発達支援事業所トリニティ

○保護者評価実施期間
2026年　2月　24日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


